
巡
経営システムエ学科 から

知議節静眼工電翔瞬へ

昔

の
名
前
が
変
わ
り
ま
す

経
友
会
会
長

Ｓ
４９
卒
　
海
老
沼
利
光

「
ム
サ

コ
ウ
」
か
ら

「都
市
大
」

へ
校
名

が
変
更
と
な
り
、
９
年
が
経
過
し
た
。

最
近
、
電
車
や
新
聞
広
告
で
都
市
大
を
目

に
す
る
こ
と
が
多
い
。
「新
し
い
大
学
が
で

き
た
の
か
と
思
っ
て
い
た
。
そ
う
か
―
そ
う

か
―
ム
サ

コ
ウ
が
都
市
大
に
変
わ

っ
た
の

か
、
や
っ
と
判

っ
た
。
」
と
の
話
を
よ
く
聞
く
。

ム
サ
コ
ウ
生
と
し
て
は

「な
に
か
、
寂
し
さ
」

を
感
じ
る
瞬
間
で
あ
る
。

今
年
は
、
建
学
九
十
周
年
だ
と
広
く
広
報

し
て
い
る
。
「都
市
大
」
が
ど
う
し
て
九
十

周
年
な
の
か
？

「都
市
大
建
学
九
十
周
年
」

の
理
解
を
心
配
す
る
卒
業
生
が
多
い
の
で
は

な
い
か
。
校
名
変
更
の
戦
略

。
背
景
は
理
解

し
て
る
つ
も
り
だ
。
「校
名
変
更
」
の
ゴ
ー

ル
に
向
け
て
、
皆
で
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た
い

も
の
だ
。

「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
エ
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ

＝
経
営
工
学
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
『
≦

テ
ー

ラ
ー
が
十
九
世
紀
末
に
創
始
提
唱
し
た
科
学

的
管
理
法

¨
生
産
管
理
技
術
が
日
本
に
伝
承

さ
れ
、
発
展
の
基
盤
を
な
し
て
き
た
。
伝
承

直
後
は
、
日

日
経
営
工
学

の
普
及
に
は
時

間
が
必
要
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。
今
で
は
、
ト

ヨ
タ
生
産
方
式

∩
句
り

「も
う
け
る
日
」
は
、

全
世
界
の
企
業
で
注
目
さ
れ
、
ト
ヨ
タ
生
産

方
式
を
実
践
し
て
い
な
い
企
業
は
ゼ

ロ
で
あ

フ一
。ト

ヨ
タ
自
工
元
副
社
長
大
野
耐

一
著

「ト

ヨ
タ
生
産
方
式
」

は
昭
和

五
十

三
年
発

刊
以
来

ミ

６
万
部

（
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社

Ｎ
８

が
お

現
在
）
の
発
行
に
達
す
る
隠
れ

た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な

っ
て
い
る
。
経
営
工

学

二
国
は
、
全
世
界
の
企
業

の
実
践

。
実

務
の
場
で
今
で
も
生
き
続
け
て
い
る
。

こ
の

「経
営
工
学

¨
【ど

の
名
称
が
今
年

か
ら
変
わ
る
。
４
月
の
入
学
生
よ
り

「経
営

シ
ス
テ
ム
エ
学
科
」
が
新
た
な
学
科
名

「知

能
情
報
工
学
科
」

ヘ
ー

「学
科
名
変
更
」
の
背
景
に
は
、
戦
略

・

背
景

・
目
的
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る

つ
も
り
だ
。
「知
能
情
報
工
学
」
に
馴
染
む

に
は
少
し
の
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

大
学
の
入
り
口
で
あ
る
高
校
生
が
受
け
る

印
象
。イ
メ
ー
ジ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
「新

し
い
社
会
を
創
造
す
る
先
進
的
技
術
者
を
育

成
す
る
学
科
」
に
魅
力
を
感
じ
る
高
校
生
達

が
増
大
す
る
こ
と
に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

大
学
の
出
口
側
で
あ
る
卒
業
生
を
受
け
入

れ
る
企
業

。
社
会
の
印
象
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
「名
は
体
を
表
す
」
と
言
わ
れ
る
。
学

科
名
か
ら
技
術
領
域
が
わ
か
る
に
は
少
し
、

時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。
企
業
人
や
社
会
人

か
ら
は
、
「知
能
情
報
工
学
は
、
ど
の
よ
う

な
領
域
な
の
か
？
」
と
の
質
問
を
学
生
は
受

け
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
質
問
に
は
、
的
確
に

答
え
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

学
科
名
か
ら

「経
」
が
と
れ
た
今
日
、
経

友
会
の
名
称
を
ど
う
す
る
か
の
課
題
が
残

る
。
卒
業
生
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
知
能
情
報
工
学
科
の
発
展
に
経
友

会
も
大
い
に
協
力

・
支
援
し
て
ゆ
き
た
い
。

知
能
情
報
工
学
科
の
目
指
す
教
育

・
研
究

経
営
シ
ス
テ
ム
エ
学
科
　
講
師

Ｈ
８
卒
　
岡

　

　

誠

経
営
シ
ス
テ
ム
エ
学
科
は
平
成
３‐
年
度
よ

り
知
能
情
報
工
学
科

へ
名
称
変
更
い
た
し
ま

す
。平

成
３０
年
度
末
に
経
営
工
学
科
時
代
か
ら

生
産
管
理
分
野
を
担
当
す
る
細
野
准
教
授
が

定
年
退
職
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
３０
年
度

末
で
生
産
管
理
分
野
を
担
当
す
る
大
久
保
准

教
授
、
経
営
管
理
分
野
を
担
当
す
る
岡
田
准

教
授
の
所
属
が
、
環
境
学
部
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
学
科

（平
成
３‐
年
度
よ
り
環
境
経
営
シ

ス
テ
ム
学
科
に
名
称
変
更
）

へ
異
動
に
な
り

ま
す
。
そ
の
結
果
、
い
わ
ゆ
る

「日ど

を
担

当
す
る
教
員
が
０
に
な
り
ま
す
。

ま
た
平
成
３‐
年
度
よ
り
、
日ｏ
弓
分
野
を
担
当

す
る
塩
本
教
授
、
神
野
教
授
が
情
報
通
信
工

学
科
か
ら
知
能
情
報
工
学
科
へ
異
動
に
な
り

ま
す
。

経
営
シ
ス
テ
ム
エ
学
科
は
企
業
を
支
え
る

生
産
管
理
、
品
質
管
理
を
中
心
と
し
た
古
典

的
な
経
営
工
学
で
は
な
く
、
企
業
の
先
頭
に

立

っ
て
新
し
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
企
画

・

設
計
す
る
新
し
い
経
営
工
学
を
標
榜
し
て
教

育

。
研
究
を
行
う
た
め
に
、
図
１
に
あ
る
よ

う
に
４
分
野
を
設
け
て
運
営
し
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
名
称
変
更
は
、
内
容
は
大
き
く

変
え
ず
、
よ
り
現
状
に
即
し
た
名
称
に
変
更

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

「経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
」
は
企
業
を
支
え

る
既
存
の
企
業
会
計
、
企
業
評
価
を
中
心
に

し
た
経
営
管
理
か
ら
、
企
業
の
組
織
と
し
て

の
知
識
や
知
能
に
焦
点
を
当
て
た

「知
的
経

営
シ
ス
テ
ム
」
に
変
更
し
ま
す
。

「市
場
モ
デ
リ
ン
グ
」
で
は
統
計
学
を
基

本
に
様
々
な
デ
ー
タ
の
分
析
を
中
心
に
行

っ

て
お
り
ま
し
た
。
現
代
に
お
い
て
は
、
ク
ラ

ウ
ド
や

ざ
日
か
ら
収
集
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー

夕
を
解
析
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
名
称
を

「大
規
模
デ
ー
タ
解
析
」
に
変

更
し
ま
す
。

「生
産
シ
ス
テ
ム
」
は
古
典
的
な

日
か
ら
、

現
代
の
ざ
弓
や
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
を
用
い
た
新

し
い
産
業
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で

名
称
を

「産
業
シ
ス
テ
ム
」
に
変
更
し
ま
す
。

「産
業
シ
ス
テ
ム
」
は
新
た
に
参
加
さ
れ
る

塩
本
教
授
、
神
野
教
授
が
担
当
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
名
称
変
更
の

一
つ
の
目
玉
が
新
規

に
追
加
さ
れ
る
人
工
知
能
分
野
で
す
。
人
工

知
能
は
２
０
１
２
年
に
大
き
な
ブ
レ
ー
ク

ス
ル
ー
が
あ
り
、
そ
の
後
は
人
工
知
能

，
∪

と
い
う
単
語
を
聞
か
な
い
日
は
な
い
く
ら
い

新
し
い
製
品

・
サ
ー
ビ
ス
が
日
々
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
我
々
が

「企
業
の
先
頭
に
立

っ
て

新
し
い
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
企
画

。
設
計
す

る
新
し
い
経
営
工
学
を
標
榜
」
す
る
に
は
、

人
工
知
能
の
知
識
が
必
須
で
あ
る
と
い
う
結

論
に
至
り
ま
し
た
。
当
面
、
人
間
情
報
シ
ス

テ
ム
を
担
当
す
る
教
員
が
兼
任
す
る
予
定
で

す
。
将
来
的
に
は
、
専
任
教
員
を
採
用
し
、

人
工
知
能
分
野
を
補
強
す
る
予
定
で
す
。

今
回
の
名
称
変
更
で
、
対
象
と
し
て
の

「経
営
」
が
名
称
か
ら
消
え
、
手
段
と
し
て

の

「知
能
」
を
中
心
と
し
た
名
称
に
な
り
ま

す
が
、
あ
く
ま
で
名
称
変
更
で
あ
り
経
営
工

学
の
考
え
方
が
消
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
卒
業
生
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
変

わ
ら
ず
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
　
↓
　
知
的
経
営
シ
ス
テ
ム

市
場
モ
デ
リ
ン
グ
　
　
↓
　
大
規
模
デ
ー
タ
解
析

人
間
情
報
シ
ス
テ
ム
　
　
　
人
間
情
報
シ
ス
テ
ム

生
産
シ
ス
テ
ム
　
　
　
↓
　
産
業
シ
ス
テ
ム

人
工
知
能

（新
規
）

図
１

経
営
シ
ス
テ
ム
エ
学
科
と
知
能
情
報
工
学
科
の
比
較
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「広
報
し
な
い
こ
と
は
、
活
動
し
て

な
い
こ
と
と
同
じ
だ
―
」

と
の

「
思

い
」
か
ら
昨
年
、
復
活
発
行
し
た

「経

友
会

ニ
ュ
ー
ス
ー０
号
」
を
、
皆
さ
ま

お
読
み
頂
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。

ま
だ
の
方
は
、
ぜ
ひ
経
友
会
ホ
ー

ム
ペ
ジ
か
ら
ご
覧
下
さ
い
。

「
経
友
会

ニ
ュ
ー
ス
を
継
続
し
な

け
れ
ば
！
」
と
の
強
い
思
い
で
、
経

友
会
役
員

一
同
は
、
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

経
友
会
会
長

Ｓ
４９
卒
　
海
老
沼
利
光

こ
の
１
年
の

「主
な
経
友
会
活
動
と

学
科
状
況
」
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
す
。

【平
成
３０
年
３
月
役
員
会
】

①
平
成
３０
年
４
月
か
ら
平
成
３‐
年
４

月
の
役
員
選
出
を
審
議
し
決
議
し

ま
し
た
。

②
平
成
５
年
か
ら
経
友
会
会
則
を
改

訂
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
校
名

変
更
に
伴
う
改
訂
す
べ
き
点
な
ど

を
平
成
３０
年
３
月
の
役
員
会
に
て

改
訂
審
議
し
、
改
訂
案
を
決
議
ま

し
た
。

【４
月
】

①
平
成

３‐
年

４
月
入
学

の
学
生

よ

り
、
学
科
名
が
経
営
シ
ス
テ
ム
エ

学
科
か
ら
知
能
情
報
工
学
科

へ
学

科
名
が
変
わ
り
ま
す
。
平
成
３０
年

４
月
入
学
の
学
生
が
卒
業
す
る
ま

で
経
営
シ
ス
テ
ム
エ
学
科
の
学
科

名
は
残
り
ま
す
。

②

「総
会
と
懇
親
会
開
催
だ
け
か
ら

の
脱
却
」
を
目
指
し
、
学
科
学
生
。

経
工
会
と
の
交
流
を
開
始
し
、
３

年
に
な
り
ま
し
た
。
初
年
度
か
ら

の

「
エ
ビ
会
」
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
１
年
目
の
エ
ビ
会
参
加
学
生

は
、
多
数
の
企
業
よ
り

（志
望
企

業
よ
り
）
内
定

。
内
々
定
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

エ
ビ
会
を
や

っ
て

い
て
よ
か

っ
た
と
学
生
と
共
に
喜

ん
で
い
ま
す
。

③
平
成
３０
年
４
月
よ
り
、
経
友
会
役

員
に
新
た
に
大
畑
智
宏
氏

（平
成

９
卒
）
と
渡
邊
康
斗
氏

（平
成
２９

卒
）

の
２
名
が
加
わ
り
ま
し
た
。

役
員
の
平
均
年
齢
が
７
歳
も
若
返

り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
３０
年
４

月
か
ら
平
成
３‐
年
３
月
で
す
。

④
田
村
幹
事
長
に
よ
る

「
企
画

・
運

営
提
示
」
を
基
に
、
経
友
会
役
員

会
を
３
ヶ
月
に
１
回
程
度
の
定
期

開
催
に
て
、
運
営

・
活
動
の
企
画

を
立
案
し
て
い
ま
す
。

【６
月
】

①
地
方
支
部

へ
広
報
す
る
た
め
に
地

方
支
部
総
会
開
催
時
に
は
校
友
会

事
務
局
を
通
じ
て
毎
回
、
「経
友
会

ニ
ュ
ー
ス
」
を
お
届
け
し
て
い
ま

す
。

【８
月
】

①
８
月
１
日
に
経
友
会
役
員
会

（桐

会
議
室
に
て
）
を
実
施
し
た
後
、

経
友
会
、
経
工
会
、
学
科
教
員
の

３
者
が
校
友
会
館
自
由
が
丘
ク
ラ

ブ
に

一
堂
に
会
し
、
経
工
会
成
果

発
表
会
＆
暑
気
払

い

（柏
会
議
室

に
て
）
を
行
い
ま
し
た
。

②
鈴
木
副
会
長
が
中
心
と
な
り
役
員

全
員

で
経
友
会

ニ
ュ
ー

ス
を
編

集

。
発
行
し
て
い
ま
す
。
８
月
の

役
員
会
に
て
Ｈ
号
の
編
集

・
企
画

立
案
し
ま
し
た
。

③
毎
月
開
催
さ
れ
る

「校
友
会
常
任

幹
事
会
及
び
総
務

・
企
画
委
員
会
」

の
活
動
状
況
を
金
子
副
会
長

・
校

友
会
常
任
幹
事

（経
友
会
副
会
長
）

か
ら
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。
８

月
の
経
友
会
役
員
会
に
お
い
て

も
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

④

「校
友
会
の
地
方
支
部
支
援
金
支

給
基
準
」
に
準
じ
た
、
「
経
友
会

支
援
金
基
準
」
を
ベ
ー
ス
に
年
間

予
算
を
鈴
木
副
会
長
が
起
案
し
ま

し
た
。
８
月
の
役
員
会
に
て
審
議

の
上
、
校
友
会

へ
予
算
申
請
し
ま

し
た
。
平
成
３０
年
度
事
業
実
施
計

画
と
支
援
金
申
請
書

（年
８０
万
円
）

を
校
友
会

へ
提
出
し
ま
し
た
。
こ

の
活
動
支
援
金
は
、
経
友
会
活
動

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

⑤
予
算
管
理

・
運
営
を
、
岡
会
計
幹

事

（経
営
シ
ス
テ
ム
エ
学
科
講
師
）

が
担
当
し
て
い
ま
す
。

※
６
年
前
よ
り
経
友
会
会
員
か
ら
は

「年
会
費
」
を
徴
収
し
て
ま
せ
ん
。

【９
月
】

①
校
友
会
主
催
の

「第
１
回
の
あ
り

方
検
討
会
」
９
月
１５
日
開
催
に
は
、

経
友
会
か
ら
は
、
大
畑
幹
事
、
渡

邊
幹
事
、
田
村
幹
事
長
、
金
子
副

会
長
と
海
老
沼
会
長
の
５
名
が
出

席
し
、
「
１０
年
後
の
校
友
会
の
姿
」

を
議
論
し
ま
し
た
。

【１０
月
】

①
学
生
支
援
の
重
要
課
題
で
あ
る
「就

職
支
援
」
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
康

斗
幹
事
を
中
心
に

「企
業
研
究
会
」

の
企
画

。
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

【１１
月
】

①
閉
富
士
電
機
　
東
京
工
場
見
学
会

２９
日

経
営
シ
ス
テ
ム
エ
学
科

（経

工
会

。
学
科
研
究
会
）
と
経
友
会

メ
ン
バ
ー
が

「第
８
回
合
同
工
場

見
学
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

【平
成
３‐
年
３
月
】

①
３
月
末
で
細
野
泰
彦
准
教
授
が
退

任
と
な
り
ま
し
た
。
３
月
１０
日
国

に
退
任
記
念
講
演
及
び
記
念
パ
ー

テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。
別
添
掲
載

記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
全
国
に
地
方
支
部
が
４２
支
部
あ
り

ま
す
。
そ
の
内
、
７
支
部
の
支
部

長
を
経
営
工
学
科
出
身
者
が
務
め

て
い
ま
す
。
経
友
会
ニ
ュ
ー
ス
Ｈ

号
で
は

「支
部
長
誌
上
紹
介
」
を

掲
載
し
ま
し
た
。

③
平
成
３０
年
３
月
末
に
退
任
し
た
、

横
山
真

一
郎
教
授
の
経
友
会
主
催

の
記
念
パ
ー
テ
ィ
等
は
、
「個
人
的

な
諸
事
情
」
に
よ
り
、
実
施
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
報
告
が
遅
く

な
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。

一
■

■

■

力

■

，

ｉ

有
馬
さ
ん
（カ
ル
ソ
ニ
ッ
ク
カ
ン
セ
イ
）
、

上
村
さ
ん

（日
産
自
動
車
）
、
大
場
さ

ん

（富
士
電
機
）
の
３
名

（
い
ず
れ

も
経
工
会
４
年
生
）
が
２
年
生
に
就

活
の
体
験
談
を
６
月
１６
日
、

２５
日
と

７
月
２
日
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２
年
生
は
、
ま
だ
先
の
こ
と
と
思
い
な

が
ら
も
、
真
剣
に
３
人
の
話
を
聞
い
て

い
ま
し
た
。

終
了
後
に
は
、
新
井
経
工
会
会
長
へ
経

工
会
、
エ
ビ
会
へ
の
入
会
希
望
者
の
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
３
人
は
新
年
度
よ
り
経
友
会

幹
事
に
就
任
し
ま
す
。

左より 有馬秀太・海老沼会長・

上村俊晴。大場章行
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さ米

網
野
泰
彦
准
教
授
　
定
年
退
任
記
念

最
終
講
義

・
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

平
成
３‐
年
３
月
１０
日
、
最
終
講
義
を
新
６
号
館

に
て
８０
名
以
上
の
卒
業
生
と
教
職
員
出
席
の
も
と
、

「経
営
工
学
は
人
類
を
救
う
―

経
営
と
工
学
に
よ

る
問
題
解
決
」
の
テ
ー
マ
で
お
こ
な

い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
移
り
先
生
の

ご
家
族
も
参
加
さ
れ
て
盛
大
な
記
念
パ
ー
テ
ィ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

経
営
工
学
は
人
類
を
救
う
学
問
だ

Ｓ
５‐
卒

准
教
授

細
野
　
泰
彦

思
え
ば
、
武
蔵
工
業
大
学
の
経
営
工
学
科

に
入
学
し
て
、
「経
営
工
学
」
と
い
う
学
問

に
出
逢
い
、
こ
れ
を
専
門
と
す
る
幸
運
に
恵

ま
れ
ま
し
た
ｃ

私
た
ち
は
、
経
営
工
学
っ
て
ど
ん
な
学
問

で
す
か
と
、
よ
く
訊
か
れ
ま
す
。
取
り
敢
え

ず
、
工
場
の
品
質
管
理
や
生
産
管
理
を
勉
強

す
る
ん
で
す
と
答
え
る
と
、
判
然
と
し
な
い

顔
で
黙
っ
て
し
ま
い
ま
す
．
Ｊ
Ｉ
Ｓ
用
語
の
定

義
を
使
っ
て
説
明
す
る
と
正
し
い
は
ず
で
す

が
、
こ
れ
も
分
か
り
や
す
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

経
営
工
学
は
、
問
題
解
決
の
学
問
で
あ
り
、

シ
ス
テ
ム
を
設
計
す
る
学
問
で
あ
る
と
い
う

ほ
う
が
、
少
し
は
実
態
に
近
い
で
し
ょ
う
。

問
題
解
決
の
出
発
点
は
、
問
題
意
識
で
す
。

何
を
問
題
と
す
る
か
が
、
重
要
で
す
。
そ
し

て
そ
の
問
題
に
あ
る
様
々
な
要
素
と
関
連
性

を
解
明
し
、
望
ま
し
い
結
果
を
も
た
ら
す
仕

組
み

（
シ
ス
テ
ム
）
を
設
計
す
る
の
が
、
経

営
工
学
の
原
理
だ
と
考
え
ま
す
。

な
の
で
、
人
類
が
直
面
す
る
問
題
の
解
決

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
が
大
事
だ
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
経
営
工
学
の
発
展
を
使
命
と

考
え
、
情
熱
を
も

っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
研
鑽

し
て
い
く
所
存
で
す
。

今
般
は
、
私

の
最
終
講
義
と
退
職
記
念

パ
ー
テ
ィ
ー
に
八
十
名
以
上
の
方
々
に
お
越

し
頂
き
、
ま
た
数
多
く
の
祝
辞
や
励
ま
し
の

お
言
葉
な
ど
、
望
外
の
幸
せ
を
賜
り
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

S62卒

山 田  竜 郎

細
野
研
究
室
の
は
じ
ま
り

先
生
が
昭
和
６‐
年
に
講
師
に
な
ら

れ
た
、
そ
の
年
に
細
野
研
究
室
が
誕

生
し
ま
し
た
。　
一
期
生
は
私
を
含
め

八
人
、
先
生
と

Ｈ
年
し
か
歳
が
離

れ
て
な
い
の
で
師
弟
と
言
う
よ
り
、

ち
ょ
っ
と
歳
の
離
れ
た
兄
弟
と
い
う

印
象
が
強
か
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

当
時
ゼ
ミ
の
最
初
の
活
動
が
吉
田

研
究
室
の
倉
庫
の
半
分
を
お
借
り
し

研
究
室
を
み
ん
な
で
作
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。
今
思
え
ば
、
何
故

専
門
業
者
を
手
配
し
て
作
っ
て
貰
わ

な
か
っ
た
の
か
な
と
。
当
時
は
誰
も
文

句
も
言
わ
ず
に
、
ま
る
で
文
化
祭
の

よ
う
に
黙
々
と
―
今
だ
っ
た
ら
研
究
室

が
な
い
と
事
前
に
分
か
っ
た
ら
ゼ
ミ
生

集
ま
り
ま
せ
ん
よ
ね
、
き
っ
と
。
部

屋
は
出
来
ま
し
た
が
元
々
倉
庫
な
の

で
水
道

（
蛇
口
）
も
ガ
ス
も
な
い
そ

ん
な
研
究
室
で
し
た
。
し
か
し
、
先

生
含
め
み
ん
な
で
議
論
じ

一
か
ら
作
っ

た
本
当
の
手
作
り
研
究
室
だ
っ
た
の
で

大
変
良
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
３２
年
が
過
ぎ
先
生
が
引

退
―
本
当
に
長
い
教
壇
生
活
お
疲
れ

様
で
し
た
。
多
く
の
素
晴
ら
し
い
学

生
を
社
会
に
輩
出
し
て
頂
い
た
こ
と

を
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

先
生
の
新
し
い
世
界
で
の
益
々
の

ご
活
躍
と
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
心
よ

り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
―

今
回
、
先
生
の
退
職
記
念
式
典

へ

大
変
多
く
の
皆
様
に
参
加
頂
け
た
こ

と
幹
事

一
同
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

思

い

出

私
は
事
情
が
あ
り
、
他
の
学
生
よ

り
も
半
年
遅
く
細
野
研
究
室
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。
特
殊
な
状
況
だ

っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
生
は
あ
た
た

か
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か

ら
学
部
生
、
大
学
院
生
と
し
て
３
年

間
細
野
研
究
室
で
過
ご
し
ま
し
た
。

細
野
研
究
室
に
は

「学
問
の
前
に

は
先
生
も
学
生
も
対
等
で
あ
る
」
と

い
う
モ
ッ
ト
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
言

葉
ど
お
り
、
卒
業
研
究
や
修
士
論
文

で
は
、
先
生
と
は
対
等
に
議
論
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。
偶
然
で
は
あ
り
ま
す
が
、

修
士
論
文
の
発
表
を
先
生
の
母
校
で

あ
る
大
阪
府
立
大
学
で
で
き
た
こ
と

は
、
今
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
ま
ｔ

先
生
か
ら
は
研
究
や
論
文
以
外
で

も
、
様
々
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
生
時
代
の
と

き
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
も
で
し
た
。
こ
れ
は
私
の
推
測
で

す
が
、
先
生
に
は

「学
問
以
外
で
も
」

先
生
と
学
生
も
対
等
で
あ
る
と
い
う
お

考
え
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
、
退
任
お
祝
会
を
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
細
野
研
究
室
の
先
輩
方

と
打
ち
合
わ
せ
や
作
業
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
お
会
い
す

る
方
々
ば
か
り
だ

っ
た
の
で
す
が
、

非
常
に
濃
密
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
ｃ
こ
の
よ
う
な
出
会

い
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
先
生
に

は
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

H19卒

大 橋 伸―良6
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食
熙
ヾ
憑
米
よ
ヽ
経
ミ
金
ミ

友
会

ニ
ュ
ー
ス
は
、
各
支
部

総
会
開
催
時
に
合
わ
せ
て
校

会
事
務
局
よ
り
お
送
り
し
て

ま
す
。

う
ぞ
、
お
読
み
く
だ
さ
い
。

校
友
会
に
は
、
全
国
に
４３
支
部
が

ぁ
り
ま
す
。

４３
支
部
中
、
７
支
部
で

経
営
工
学
科
出
身
の
支
部
長
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。

①
鹿
児
島
支
部
長

Ｓ
４‐
卒
　
郡
山
　
一旦
治

②
山
形
支
部
長

Ｓ
４２
卒
　
五
百
川
好
則

○
島
根
支
部
長

Ｓ
４３
卒
　
今
崎

　

一
治

④
京
滋
支
部
長

全
示
都
府

・
滋
賀
県
）

Ｓ
５‐
卒
　
廣
原
　
美
照

⑤
佐
賀
支
部
長

Ｓ
５４
卒
　
横
山
　
敬
司

◎
静
岡
支
部
長

Ｓ
５３
卒
　
金
子
　
和
裕

②
富
山
支
部
長

Ｓ
５６
卒
　
鹿
熊
　
祐
二

今
回
の
経
友
会

ニ
ュ
ー
ス
で
は
、

廣
原
美
照

京
滋
支
部
長
と
金
子
和
裕

静
岡
支
部
長
の
お
二
人
に

「
近
況
報

告

。
支
部
長
紹
介
」
他
、
思
い
つ
く

ま
ま
に
記
事
を
書

い
て
頂
き
、
掲
載

し
ま
し
た
。

次
号
以
降
も
、
「支
部
長
紹
介
」
を

掲
載
し
て
ゆ
き
ま
す
。

|ど い 友 の 経 |

2018年 11月 4日 世田谷キヤンパス ホームカミンクデーにて

左 :海老沼会長 右 :廣原京滋支部長

Ｓ
５‐
卒
　
廣
原

経
友
会

ニ
ュ
ー
ス
ヘ
の
寄
稿
を
依

頼
さ
れ
る
も
、
さ
て
さ
て
困

っ
た
も

の
で
何
も
思
い
浮
か
ば
ず
頭
抱
え
て

お
り
ま
し
た
が
、
期
日
迫
り
催
促
さ

れ
る
に
至

っ
て
観
念
し
、
よ
う
や
く

筆
を
執
る
次
第
で
す
。

現
在
、
私
は
校
友
会
の
こ
滋
支
部

（
京
都
府
と
滋
賀
県
の
合
同
支
部
）

の
支
部
長
を
拝
命
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
仕
事
に
明
け
暮
れ
て
い

た
時
に
は
校
友
会
に
も
経
友
会
に
も

全
く
無
縁
で
し
た
が
、
還
暦
も
過
ぎ

支
部
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
こ
ろ
か
ら
、

多
く
の
素
晴
ら
し
い
先
輩
、
後
輩
諸

氏
と
も
お
出
会
い
で
き
、
こ
こ
数
年

は
年
に
何
回
も
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
ヘ

足
を
運
ぶ
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

何
十
年
ぶ
り
か
で
訪
れ
た
こ
ろ
、

母
校
は
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
い
ま
し
た

が
現
役
時
代
そ
の
ま
ま
に
残
る
１０
号

館
？
と
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
の
懐
か
し
さ
に

ホ
ッ
ト
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｖ
部
に
所
属
し
山
登
り
と
そ
の

た
め
の
バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
、
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
に
通
っ
て
い
た
私
に
は
、
そ

の
ま
ま
今
も
当
時
の
建
物
が
残
っ
て

美
日召

い
る
こ
と
が
救
い
で
は
あ
り
ま
し
た
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
昭
和
３８
年

第

一
期
卒

で
始
ま
る
経
営

工
学
科

が
、
そ
の
名
を
変
遷
さ
せ
な
が
ら
経

営
シ
ス
テ
ム
エ
学
科
の
名
を
最
後
に

来
季
よ
り
完
全
に
な
く
な

っ
て
し
ま

う
と
の
こ
と
、
こ
れ
も
ま
た
な
ん
と

も
寂
し
い
限
り
で
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は

「経
友
会
」
の
名
前
の
変
更
す
ら
取
り

ざ
た
さ
れ
る
時
代
が
来
る
の
だ
ろ
う

か
と
、
せ
め
て
こ
れ
ぐ
ら
い
は
残
し

て
お
い
て
ほ
し
い
な
ん
て
考
え
て
し

ま
う
次
第
で
す
。

近
代
的
な
ガ
ラ
ス
張
り
の
校
合
が

ま
た

一
つ
新
た
に
出
現
し
、
ど

ん

ど
ん
浦
島
太
郎
化
し
て
い
く
我
が
身

に
は

一
抹
の
寂
し
さ
も
付
き
ま
と
い

は
し
ま
す
。
が
、
母
校
が
ど
ん
ど
ん

発
展
し
て
い
く
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し

く
、
い
つ
ま
で
も
誇
り
に
思
え
る
母

校
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
と
、
及
ば

ず
な
が
ら
も
で
き
る
限
り
の
協
力
は

惜
し
ま
ず
応
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
る
昨
今
で
す
。

４ヽ
ノ（
〕■
Ｖ
一）′
〉
ハマ
）
４ヽ

一メ
‐ヽ′
‘
●ヽ
・，
・●
イ‐ヽ

〉
（
ヽ
ア
一

ｍ
河
合
楽
器
製
作
所
　
取
締
役
副
社
長

Ｓ
５３
卒
　
金
子
　
和
裕

今
年
４
月
よ
り
校
友
会
静
岡
支
部

長
を
仰
せ

つ
か
り
ま
し
た
経
営
工
学

科
Ｓ
５３
卒
の
金
子
と
中
し
ま
す
。
私

は
、
東
京

。
世

田
谷

の
出
身

で
す

が
、
「
モ
ノ
づ
く
り
」

へ
の
拘
り
か
ら

静
岡
県
浜
松
市
に
本
社
の
あ
る
間
河

合
楽
器
製
作
所
に
就
職
し
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
は
ま

っ
た
く
弾
け
ま
せ
ん

が

・
・
・
。
。

入
社
当
時
は
、
情
報
管
理
部
門
、

そ
の
後
経
営
企
画
部
門
に
至
る
ま
で

管
理
部
門
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
「
モ

ノ
づ
く
り
」
企
業
と
し
て
生
産
現
場

を
抱
え
る
当
社
に
と

っ
て
は
、
経
営

工
学
科
で
学
ん
だ

こ
と
の
す
べ
て
が

役
に
立
ち
ま
し
た
。

学
生
時
代
は
、
ど
の
よ
う
に
役
立

つ
の
か
な
ど
は
あ
ま
り
考
え
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｆ
Ｗ
・テ
ー
ラ
ー

が
提
唱
し
た

「科
学
的
管
理
法
」
を

は
じ
め
と
し
て
、
設
計
製
図
、
品
質

管
理
、
簿
記

。
原
価
管
理
に
至
る
ま

で
ピ
ア
ノ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
必
要
な

知
識
や
理
論
が
す
べ
て
と
い
っ
て
い

い
ほ
ど
網
羅
さ
れ
て
い
た
経
営
工
学

科
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
は
す
ば
ら

し
い
内
容
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

入
社
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
異
動
部
門

で
は
、
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
基
本
的

に
は
経
営
工
学
科
で
学
ん
だ
こ
と
が

ベ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

武
工

（ム
サ
コ
ウ
）
。
経
営
工
学
で

学
べ
た
こ
と
を
誇
り
に
思

っ
て
い
ま

す
。「

経
営
工
学
科
か
ら
知
能
情
報
工

学
科
」
へ
学
科
名
が
変
わ
っ
て
も

「
モ

ノ
づ
く
り
の
経
営
」
と
い
う
視
点
を

持
ち
続
け
て
貰
い
た
い
と
願

っ
て
い

ま
す
。

編
集
後
記

‥
‥
‥

新
生

「
経
友
会

ニ
ュ
ー
ス
」
第

二
弾
は
、
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

し
た
で
し
ょ
う
か
。

今
年
度
は

「学
科
名
変
更
」
と
い

う
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で

き
ま
し
た
。
最
近
の
大
学
の
組
織
改

革
や
校
合
の
新

・
増
築
な
ど
を
目
の

当
た
り
に
し
て
い
る
と
隔
世
の
感
に

堪
え
ま
せ
ん
。

本
号
が
同
じ
思
い
を
持
つ
経
友
会

会
員
の
疑
問
や
不
安
の
解
消
に
、
幾

ら
か
で
も
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た

な
ら
幸
い
で
す
ｃ

経
友
会
副
会
長

Ｓ
５２
卒
　
鈴
木
　
典
幸

経友会は「都市大校友オンラインJを積極的に活用

してまいります。是非、ご登録ください。初回のアクセ

スには初期会員 IDとパスワードが必要です:登録方法

がよくわからない場合は校友会事務局 (TEL.03‐ 3703‐ 3862

/E‐m」 |:koyukJ@tcu.ac」 のへお問い合わt■Tさい。
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